
令和４年度 小中連携研修会（坂元中グループ）研究のまとめ 
鹿児島市立坂元小学校  

１ 小中連携部会のテーマ 

 

 

 

 

２ 研究会の実際 

 ⑴ 実施計画 

４月２７日（水） ３校連絡会   

６月１０日（金） 各校からの資料提出の締め切り  

６月１５日（水） 各校へ研修会資料送付 

６月２０日（月） 小中連携研修会 
（共通実践事項・共通理解事項についての話し合い） 

７月末 
各校で具体的な取組について話し合い，実践する。 

担当校は各校の取組をまとめる。 

１月末 
各校で取組を振り返り，まとめる。 

担当校は各校の取組をまとめ，次年度へ引き継ぐ。 

⑵ 研究の実際 

  ① 研究会実施日時 

    令和４年６月２０日（月）    １４：００～１６：４５ 

② 研究会の日程 

  １４：００～１４：１５     受付 

  １４：１５～１５：００     授業参観 

  １５：００～１５：１５     【会場校】帰りの会【参加校】休憩，司会者打ち合わせ 

  １５：１５～１５：２５     移動 

  １５：２５～１６：２０     分科会 

部

会 

分科会 分科会の内容 

A

部

会 

授業改善 「主体的・対話的で深い学び」の実現のための各校の現状，課

題の確認と，課題解決に向けた改善のあり方。 

家庭学習 「家庭学習強調週間」を充実させる具体的な取り組み例と，今

後の実施方法。 

ＧＩＧＡスクール構想   各校の現状と，発達段階に応じて身につけさせたいＩＣＴの

活用法。 

特別支援教育 進路指導を見据え，スムーズな連携を目指した指導や支援のあ

り方。 

生活習慣 各校の「生活のしおり」等の確認と，共通実践事項の決定。 

性の多様性の理解に係る

指導 

現状と，学校で配慮できること。 

B

部

会 

小６・中１部会 小学校から中学校への進学において，新しい環境での学習や生

活へ移行する段階で，不登校等の生徒指導上の諸問題につなが

っていく事態等を防ぐためにできる，小・中連携のあり方をど

うすればよいか。 

  １６：２０～１６：２５     移動 

  １６：２５～１６：４５     全体会 

児童・生徒の生きる力を育むための指導のあり方 

〜確かな学力の育成と生活指導の充実を中心にして〜 



 

⑶ 分科会報告 

部

会 
分科会 共通実践事項及び共通理解事項 

A

部

会 

授業改善 ①学習の流れの明確化 

・・・めあて（青色で囲む）とまとめ（赤色で囲む） 

②自己評価（学びの振り返りの確保） 

家庭学習 ①家庭学習強調週間の時期を中学校のテスト期間に合わ

せる。（テスト１週間前から開始） 

②３校合同の取組であることを保護者にも伝える。 

ＧＩＧＡスクール構

想 

①基礎的・基本的な力を小学校で身につけ，中学校で生

かす。（各学年に応じて基本的なタブレットの操作ができる

ようにする。）「プレゼンテーション」「プログラミング」 

特別支援教育 ①在籍保護者・児童との教育相談をしっかり行い，情報

を中学校に提供する。 

生活習慣 ①あいさつを進んでする子どもに 

②教師が授業のはじめ・終わりの時間を守る。 

性の多様性の理解に

係る指導 

①男女混合名簿 

②呼び方（～さん） 

③保護者への啓発 

B

部

会 

小６・中１部会 ①姿勢の保持 

②ルールを守ること→次の人のことを考える                

思いやりをもった行動 

 

 

 

【授業参観】            【分科会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ⑷ 各校の具体的取組策と振り返り 

【坂元小学校】 

A

部

会 

分科会 共通理解・実践事項 坂元小の取組 振り返り 

授業改善 ①学習の流れの明確化 

めあて（青色） 

まとめ（赤色） 

②自己評価 

（学びの振り返りの確保） 

①実施中。 

②「わがとも」の観点で実

施している。 

①国・算の授業の流れ，板

書，ノートの基本モデルを

共通実践した。 

②振り返りの実施は進んで

いるが，課題と感じる職員

もいる。 

家庭学習 ①家庭学習強調週間の時

期を中学校のテスト期間

に合わせる。（テスト１週

間前から開始） 

 

②３校合同の取組である

ことを保護者にも伝える。 

①すでに実施中のメディ

アコントロール週間と併

せて，中学校のテスト期間

が含まれる（月～金）で実

施。２学期より高学年は宅

習帳に取り組み時刻を記

録させる予定。 

②２学期より，毎回学級通

信に掲載。（内容は係が提案） 

①計画通り実施できた。２

学期からはタブレットを使

った家庭学習を実施し，学

習時間を確認しやすくなっ

た。 

②学級 PTA やメディアコン

トロールに関する案内文で

啓発を行った。 

ＧＩＧＡ

スクール

構想 

①基礎的・基本的な力を小

学校で身につけ，中学校で

生かす。（各学年に応じて

基本的なタブレットの操

作ができるようにする。）

「プレゼンテーション」

「プログラミング」 

①既に取り組んでいる。教

育課程に示された計画に

基づいて確実な指導を心

がける。 

（教師）Ipad，ロイロ，ナビ

マなどの使い方について研

修を実施。スキルアップを

図った。 

（児童）各学年の発達段階

に応じてロイロやナビマを

授業や宿題で活用させた。 

特別支援

教育 

①在籍保護者・児童との教

育相談をしっかり行い，情

報を中学校に提供する。 

①個別の支援計画，指導計

画，移行支援シートを活用

する。中学校での特別支援

学級体験入学,説明会の際,

具体的な引継ぎをする。 

①個別の教育支援計画と移

行支援シートは保護者と協

力して作成。中学校への引

継ぎを計画的に進めた。 

生活習慣 ①あいさつを進んでする

子どもに 

 

②教師が授業のはじめ・終

わりの時間を守る。 

①４月から「先手あいさつ

運動」に全校で取組中。 

②「授業の約束」を２学期

前に再確認し，２学期から

各学級で実施する。 

①「先手挨拶運動」継続中 

②始業１分前には着席を促

し，授業を始め，授業の終わ

りも振り返りをして時間通

りに終わるよう努めている。 

性の多様

性の理解

に係る指

導 

①男女混合名簿 

 

②呼び方（～さん） 

 

③保護者への啓発 

①実施済み。 

②７月の校内人権同和教

育研修で確認した。 

③１１月の校内人権同和

教育研修で講話を計画。そ

の際に，保護者への参加も

呼び掛ける予定。 

②呼び方は職員で共通理解

できている。生徒指導の面

からも指導済み。 

③講演会の案内文を配付し

たことで保護者の意識向上

につなげられたかと思う。

参加希望者も数名いた。 

B

部

会 

小６・中

１部会 
①姿勢の保持 

 

②ルールを守ること→次

の 人 の こ と を 考 え る                

思いやりをもった行動 

①机・椅子の高さ確認。２学

期より「グーピタピン」を合

言葉に姿勢保持を意識させ

る。 

②児童会の取組と併せてア

ロハ指導の徹底。 

①②個人差は見られるが，

全体的にはできている。 



【坂元台小学校】 

A

部

会 

分科会 共通理解・実践事項 坂元台小の取組 振り返り 

授業改善 ①学習の流れの明確化 

めあて（青色） 

まとめ（赤色） 

②自己評価 

（学びの振り返りの確保） 

①これまでも実施してきて

いる。本年度も共通理解済

みで実施できている。 

②早速，取り組んだ学級も

ある。振り返り観点を検討

中。２学期から開始したい。 

① 継続して実践中 

② 振り返りの合言葉を

「さかだい」で作成して

実施している。 
 

家庭学習 ①家庭学習強調週間の時

期を中学校のテスト期間

に合わせる。（テスト１週

間前から開始） 

 

②３校合同の取組である

ことを保護者にも伝える。 

①カード利用することで啓発

と活用はできている。 

②提出された記録を学級通信

や PTA などでも紹介し,保護者

への啓発を実施している。３校

合同での取組であることは，２

学期実施の際に周知したい。 

①実施期間前にカードを

配布し，周知・啓発・実

践できている。 

②提出された記録の活用

はできた。（実態把握でき

たことで，気になる子供たち

への声掛け等ができた。） 

ＧＩＧＡ

スクール

構想 

①基礎的・基本的な力を小

学校で身につけ，中学校で

生かす。（各学年に応じて

基本的なタブレットの操

作ができるようにする。）

「プレゼンテーション」

「プログラミング」 

①簡単な内容であるが，教

育課程に提示済み。研修会

で見せていただいた坂元小

学校の資料を参考に，今の

計画よりも詳細なものが作

っていけるとよい。 

 

①全体研修の機会がなかなか組

めなかったが，学年間での研修

や出前授業（３・５年）を生か

した取り組みができた。一人一

授業の相互参観でいろいろな先

生方の活用法を知った。児童が

利用しやすいアプリの活用がで

きた。 

特別支援

教育 

①在籍保護者・児童との教

育相談をしっかり行い，情

報を中学校に提供する。 

①毎年のふれあい相談で，保護

者の意見を聞いて確実に記録

に残していけるようにする。入

学時にはそれまでの年度ごと

の意向を伝えられるようにし

ていく。 

①中学校への入学を見据え

て，保護者との連携もしっか

り行ってきた。移行支援シー

トも作成し，円滑な引継ぎが

できるようにしている。 

生活習慣 ①あいさつを進んでする

子どもに 

 

 

②教師が授業のはじめ・終

わりの時間を守る。 

①児童の委員会活動と絡め

て,推進していくようにする。 

②４５分完結授業を目指す。

取組時期：年度当初から。（担

任は常時教室に待機している

状態であるため。） 

①児童の委員会活動と絡めて，

推進する。 

②授業の２分前着席への意識が

高まってきた。呼びかけなくて

も，子ども側から進んで着席・

準備している。 

性の多様

性の理解

に係る指

導 

①男女混合名簿 

 

②呼び方（～さん） 

 

③保護者への啓発 

②さん付けの呼び方について

は、共通理解した上で実施し

ていく。 

③人権同和教育に絡めて進め

ていく。まずは啓発資料の配

布から・・・ 

①男女混合が普通になって

きた。整列も同様。 

②十分とは言えない。 

③特別な啓発はできたとは

いえなかったが，理解する

雰囲気はできてきている。 

B

部

会 

小６・中

１部会 
①姿勢の保持 

 

②ルールを守ること→次

の 人 の こ と を 考 え る                

思いやりをもった行動 

①「坂台の子」授業の受け方

五つの約束を再確認する。学

期はじめに実施する。 

②言葉遣い…「ぽかぽか言

葉を使おう」 

①約束事を意識できている

児童が多い。 

②気になるときには，言葉

遣いを考えさせた。友達同

士の呼び捨てや目上の人へ

の丁寧な言葉遣いなど，課

題は残る。学年で気を付け

るように取り組んでいる。 

さ…さあできた！ 

か…かんどうした！ 

だ…だれかさん，すごい！ 

い…いいね，それ！ 



【坂元中学校】 

A

部

会 

分科会 共通理解・実践事項 坂元中の取組 振り返り 

授業改善 ①学習の流れの明確化 

めあて（青色） 

まとめ（赤色） 

②自己評価 

（学びの振り返りの確保） 

①２学期から（準備を夏休

みに行う。） 

②授業の中で振り返りをす

る。２学期から 

 

①実践しているが，色は徹

底できていない。色につい

ては今後，検討が必要であ

る。 

②概ねできている。 

家庭学習 ①家庭学習強調週間の時

期を中学校のテスト期間

に合わせる。（テスト１週

間前から開始） 

②３校合同の取組である

ことを保護者にも伝える。 

①各テスト１週間前から実

施。 

②部活動停止，生活の記録

での確認。 

 

①生活の記録のテスト学習計

画表に計画を記入し取り組ま

せた。個人評価や内容によって

声掛けをしたことで意識して

取り組むようになった。 

②学級通信や PTA 等で保護者

に協力を求めて取り組めた。 

ＧＩＧＡ

スクール

構想 

①基礎的・基本的な力を小

学校で身につけ，中学校で

生かす。（各学年に応じて

基本的なタブレットの操

作ができるようにする。）

「プレゼンテーション」

「プログラミング」 

①県総合教育センターの情

報活用能力一覧表の資料を

基に，情報活用能力の育成

に努める。技術家庭科を中

心に，各教科でロイロノー

トや映像資料等の活用に努

める。 

①各教科や道徳，学活での活用

に努力している。特に技家では

情報の技術において，Webペー

ジ作成の基礎学習やスクラッ

チ等を活用したプログラミン

グ学習を実施した。1年生では

ロイロノートを活用しての木

材加工のまとめと学習班ごと

の発表，映像を活用しての学習

内容の進化に生かしている。 

特別支援

教育 

①在籍保護者・児童との教

育相談をしっかり行い，情

報を中学校に提供する。 

①移行支援シートを活用し

た引き継ぎを丁寧に行う。 

①移行支援シートを引き

継ぎ，活用することができ

た。 

生活習慣 ①あいさつを進んでする

子どもに 

 

 

②教師が授業のはじめ・終

わりの時間を守る。 

①登下校指導の際の声かけ挨

拶や生徒会と連動し，朝の挨

拶運動活性化を図る。 

②教師間での声かけや生活部

での生徒への声かけ，授業終

末の意識向上を図る。 

①生徒会とも連携し，あい

さつは積極的にできるよ

うになった。門礼も伝統的

に引き継がれている。 

②できている。引き続き取

り組んでいきたい。 

性の多様性

の理解に係

る指導 

①男女混合名簿 

②呼び方（～さん） 

③保護者への啓発 

①②年度当初に共通理解して

いる。 

③ＰＴＡ等を含め適宜行う。 

①活用できている。 

②概ねできている。 

③概ねできているが，個別に理

解が必要な場合もある。 

B

部

会 

小６・中

１部会 
①姿勢の保持 

 

②ルールを守ること→次

の 人 の こ と を 考 え る                

思いやりをもった行動 

①年間を通して挨拶・返事・

姿勢の保持は学年の共通理

解・実践事項として，生徒へ

伝達，指導を全職員で継続し

て行う。学期末に資料もしく

は学級・学年の掲示物を準備

する。3月小中引き継ぎの連

絡会資料の児童の情報に関す

る項目を検討する。 

②道徳，学活，教科等での個

別・全体指導を行う。2学期以

降にソーシャルスキルトレー

ニングを実施する。（夏季休

業中に準備） 

①姿勢の保持は学年目標

の一つとして年間を通じ

て意識し，伝達，指導が行

えた。資料の掲示も行え

た。小中引き継ぎの連絡会

資料は見直しを行い，より

有効に活用できるよう修

正を加えた。 

 

②適宜，指導を行い，ＰＴ

Ａなどでも保護者との共

有も図れた。ソーシャルス

キルトレーニングは実施

できなかった。次年度に計

画している。 



 

 

 

 


